
 

 

 

 

 

 

 

農業普及振興室長  長谷川 重幸 

 

東青地域農業普及振興室３年目となります。今年度もよろしくお願いします。 

昨年度も、新型コロナウイルスの感染拡大の中、関係機関・団体の皆様方の御協力の

もと、 

１ 青天の霹靂は玄米タンパク質含有率の 

出荷基準（6.4％以下）を管内栽培者全員 

が達成 

２ ミニトマトは、前年より 19 トン増の 214 

トンの出荷量を確保 

３ おうとう「ジュノハート」の県登録生産 

 者が７名から９名に増加 

４ 秋定植たまねぎの栽培暦の作成・配付 

５ 担い手育成を支援する農業次世代人材 

 投資資金の対象者が前年度より 10 名増加 

６ 直売所出荷者の高齢化に対応するため  

にタクシーを利用した集荷システムの実証 

などの成果を上げることができましたことにお礼申し上げます。 

当農業普及振興室では、令和４年度から

新たに「東青地域新規就農サポート強化事

業」をスタートさせ、市町村、農協等関係

機関、先進的な農業者の方々と連携しなが

ら、東青地域の将来の農業を担う新規就農

者の育成に取り組んでいくほか、米の新品

種「はれわたり」の当地域での生育特性把

握など、生産から加工・経営改善まで幅広

く支援していくこととしていますので、引

き続き皆様方の御支援・御協力をよろしく

お願いいたします。   

令和 4 年度のスタートにあたって 

おうとう「ジュノハート」の目揃い会 

直売所の集荷システム実証 



 

 

東青地域では、市町村、ＪＡ等が連携した「あおもり就農サポ

ートセンター」を中心に、新規就農者の確保に向け、就農相談や

支援活動を行ってきた結果、毎年 20 名程度の新規就農者があり、

地域の貴重な担い手として期待されています。 

しかし、近年の就農者は、非農家出身者が多く、生産基盤の脆

弱さに加え栽培技術、農業経営等の知識不足等により、農業所得

の低さが問題となっており、農業を生業として定着するための資

質向上や、就農後の所得確保に向けた支援強化が課題となってい

ます。 

このことから、東青地域県民局では、令和４年度から東青地域

新規就農サポート強化事業をスタートし、①就農希望者の資質向

上と支援体制強化、②新規就農者のスキルアップに関係機関が一

体となって取り組むこととしました。 

具体的には、就農希望者等を対象とした農業経営や生活設

計等に関するセミナーの開催、「新規就農者向け営農指南書」

の作成やお試し販売会等を開催するほか、研修受入農家を対

象としたコーチング技術向上研修を実施するなど、新規就農

者のサポートを強化していきます。 

 

 

 

AOMORI ベビーベビー研究会（青森市）が「令和３年度青森県攻めの農林水産業賞（地

域づくり部門）」で奨励賞を受賞し、去る令和４年３月９日、長谷川農業普及振興室長か

ら同研究会猪股会長と澁谷事務局長へ、表彰状と副賞が伝達されました。 

同研究会は、全国初のうす皮ミニトマト品

種の産地づくりや県内の様々な業界との連携

を創出するなどミニトマトの新たなブランド

確立に向けた市村の枠を越えた生産・販売体

制を構築したほか、全国ネットのテレビで県

産トマトの知名度を向上させるなど県産野菜

の認知度向上にも寄与している点が高く評価

されました。 

これらの取組の影響を受けて付加価値化を

目指す農家が増加しており、生産性や認知度

の向上など今後の取組が期待されます。  

東青地域新規就農サポート強化事業【新規 R4～6】 

AOMORI ベビーベビー研究会が「青森県攻めの農林水産業賞」

で奨励賞を受賞！ 

猪股会長（右）と澁谷事務局長 



 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

小 林
こばやし

 辰
たつ

徳
のり

さん(外ヶ浜町) 

平成 19 年に親元就農

し、両親とともに野菜栽

培に取り組んでいます。

現在は経営全般を任され

ており、労働力、作期、

販売価格等を考慮して栽

培品目を選定し、年間の計画を作成して

営農しています。技術を磨きながら気象

条件に適応した栽培や土づくりに取り組

んでいます。 

４Ｈクラブでは会計を務め、会合やイ

ベントに参加して仲間との交流を図り、

意欲的に活動しています。 

立
たち

柳
やなぎ

 直子
なおこ

さん(青森市) 

カシスや赤菊芋などを

栽培し、それらの魅力を

引き出す農業経営とする

ために Willow'sファーム

を立ち上げています。先

輩農家等から指導を受け

つつも独自に工夫を重ねて、特別栽培農産

物の生産、多様な加工商品の開発、販路開

拓に積極的に取り組んでいます。 

あおもりカシスの会や青森県菊芋協会

等の所属組織でも行動力を発揮し、普及拡

大に努めています。 

大 柳
おおやなぎ

 寿
とし

秀
ひで

さん(青森市) 

稲作の大規模経営に

おいて乾田直播栽培に

よる省力化に取り組ん

でいるほか、トマトや小

松菜などの葉物を県特

別栽培農産物の認証を

受けて生産・販売し、安定した法人経営を

行っています。新規就農者の受け入れや従

業員教育など担い手の育成に取り組んで

います。 

全国土の会、青森県経営者協会野菜園芸

部会、中部土地改良区の役員を務めるなど

地域農業の振興に貢献しています。 

新 ＶiＣ･ウーマン・青年農業士の紹介 

青 年 農 業 士 

 

 

ＶｉＣ･ウーマン 

 

 

農 業 経 営 士 

 

 

 
 

◆慣れた作業でも油断せず、注意して行いましょう。 

◆必ず、作業の合間に十分な休憩を取りましょう。自分を過信せず、 

無理のない作業を行いましょう。 

◆一人での作業は避け、やむを得ず一人で行う場合は、家族に作業場所を伝え、携帯 

電話を持ちましょう。 

◆家族や周りの人など、地域全体で注意を呼びかけましょう。 

◆万一の事故に備えて、労災保険や農機具共済等の保険に加入しましょう。 

安全確認をもう一度！ ＳＴＯＰ！ 農作業事故  

山菜採り 
「目先の収穫より 

安全第一！」 

｢山火事を 

防ぐあなたの心がけ｣ 

６月 10 日までは、「山火事防止運動 

強調期間」です。 

 

 

 

４Ｈクラブでは、農業の仲間づくり、営

農のレベルアップができます！ 

将来、東青地域の農業を担う 20～30 代

の方をご存じの方は、ぜひ４Ｈクラブ担

当（讃岐主査）へお知らせください。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

  

 

 

 

 

 

岩渕 貴子 吉川 育子  神 紀子 木村 幸子  小笠原 宜弘 古川 尊仁 

食育、健康な土
づくり、環境に
やさしい農業 

鳥獣被害対策、
食品表示、肥
料、農福連携 

 女性の経営参
画推進、女性

リーダー 

女性起業支援 
加工産直ネッ

トワーク 

 果樹、りんご 
経営安定対策 

農林水産業災害 

野菜、冬の農業 
野菜指定産地 

 

 

 

  

 

 

 

成田 恵美子 杉田 誠一  山内 一肇 讃岐 温子  熊井 伸賢 井口 愼太郎 

経営所得安定対
策、山村振興、放
射性モニタリング 

産地パワーア
ップ事業、農地
中間管理事業 

 地域経営 
経営改善 
法人化 

新規就農者 
４Ｈクラブ 

 花き、廃プラス
チック適正処理
農業気象、GAP 

稲作、畑作 
水稲新品種 

  

 

 

 

 

 

 

  

西川 麻美 齋藤 三季  平野 美穂  立崎 泰正 佐藤 有紗 

庶務 
文書整理 

広報・広聴 

活動記録 

 認定農業者 
強い農業･担い
手づくり支援 

 特定家畜伝染病
酪農振興 

果樹、果樹関係
調査 

 

 

 

 

 

中山 龍 

肉用牛振興 
養蜂振興 

農業普及振興室 職員紹介 

経営・担い手班 

 
副室長 對馬 幹俊 

【班の総括】 

企 画 班 

副室長 金 知康 
【班の総括】 

農業普及振興室長 

長谷川 重幸 
【室の総括】 

生 産 班 

副室長 渋谷 恵美子 
【班の総括】 

当農業普及振興室は、県庁

の筋向いの「青森フコク生

命ビル」の６階にあります。 

駐車場は、県庁北棟地下をご

利用ください。 


